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研究目標 (Motivation and Objective)

最大目標：
＠人体個別の解剖学的及び生理学的情報に基づいた
計算力学システムの研究・開発

＠循環器系の統合的血行力学シミュレータの
プラットフォームを提供する。

計算機の中に
生きている人体中の
機能している循環器系
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テーマ１）医用画像処理と血管モデリング：（１～３年目）
医用画像により血管抽出、再構築及び計算モデル生成
といった工程を効率よく実現させる手法やインタフェス

テーマ２）計算力学プログラム開発：（２～４年目）
患者個別リアリスティックな幾何学的モデルと
生理学的モデルを用いた血行力学シミュレータ

テーマ３）臨床問題への応用：（３～５年目）
心臓血管系の代表的な臓器（心臓）や大血管（大動脈）、
頚動脈や腎動脈や脳動脈等のような病変多発動脈について、
シミュレーションを行い、それらの妥当性を検証すると
同時に、動脈硬化症や動脈瘤の発生機構の解明や手術予測等
の臨床応用問題への可能性と実用性を検討する。

研究計画 (Objects and Timetable)
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研究内容及び成果１(Research Outline)
血管抽出法

Interactive Interface
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研究内容及び成果２(Research Outline)

Left Ventricle Hemo.

Aortic A. Hemo.

Renal A. Hemo.

Carotid A. Hemo. Cerebral A. Hemo.


